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Ⅰ．問題と目的

近年，学校生活の中で，他者と関わる際に相手を過
剰に攻撃したり，逆に，言いたいことが言えずに極度
に我慢したりするなど，様々な課題を抱えている子ど
もが増えてきている。小学校における学校内外の暴力
行為発生件数が年々増加していることや，いじめの様
態の多くが，冷やかしやからかい，悪口などの言葉，
あるいは無視によるものであることが「児童生徒の問
題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（文部科
学省，2013）によって報告されている。また，自分を
肯定的にとらえることができず，学習への意欲が低下
したり，他者との信頼関係を築くことができなかった
りして，学校不適応を起こすという問題も多く見られ
るようになってきた。子どもの社会的能力の不足や欠
如を改善し，望ましい人間関係を子どもがつくり上げ
ていくように援助することは急務の課題である。

小泉（2005a）は，幅広い観点での取組として，児
童生徒の社会的能力育成に関する多くの心理学的手法
を包括する形での教育実践の必要性を述べ，社会性と

情 動 の 学 習（Social and Emotional Learning， 以 下
SEL）の導入の必要性を述べている。SELを「自己の
捉え方と他者との関わり方を基礎とした，社会性（対
人関係）に関するスキル，態度，価値観を身につける
学習」と定義し，学校教育全体をSELプログラムの
枠組みに含むことが可能であることを示している。そ
して，SELの中の特定のプログラムとして，SEL-８S

（Social and Emotional Learning of ８ Abilities at the 
School）プログラムを提案している（小泉，2011）。
このプログラムでねらいとする能力は，基礎的な社会
的能力として自己への気づき，他者への気づき，自己
のコントロール，対人関係，責任ある意志決定の５つ
と，応用的な社会的能力として生活上の問題防止のス
キル，人生の重要事態に対処する能力，積極的・貢献
的な奉仕活動の３つの合計８つである。

金山・佐藤・前田（2004）によると，社会的スキル
の訓練は，社会状況を鑑み，特定の子どもだけを対象
にするのではなく，学級に在籍する全ての子どもに対
して学習の機会を意図的に提供しようとする動きが出
てきたことを述べている。学級単位の集団社会的スキ
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ル訓練（以下，集団SST）の効果について，金山・後
藤・佐藤（2000）は，小学３年生を対象に８セッショ
ンからなる集団SSTを行った結果，児童の社会的ス
キルが向上するだけでなく，孤独感のような主観的不
適応感の改善にも効果があり，訓練後６か月にわたっ
てその効果が維持されていたことが示されている。香
川・小泉（2007）は，全学年児童を対象に学級担任に
よるSELプログラムを，６か月間で６〜９セッショ
ン行った結果，児童の社会的能力の促進や低減防止の
可能性があることを示唆している。いずれの研究も，
予防的・開発的な観点から，学級もしくは学校全体に
SELプログラムを導入し，継続的に取り組んでいくこ
とで得られる効果について述べている。

しかしながら，我が国では他の社会的能力向上や習
得に関する先行研究を含め，学校で重要な意味をもつ
学習場面における効果については，ほとんど検討され
ていない。生徒指導提要（文部科学省，2010）では，
各教科等における学習活動が成立するために，それら
の指導上の工夫を行うことにとどまらず，積極的に生
徒指導を行うことの意義が述べられている。つまり，
児童生徒の自己肯定感を高めることやコミュニケーシ
ョンの成立，そして，よりよい人間関係の構築を行っ
ていくことは，結果として，学習上の不適応からくる
授業妨害や授業エスケープ等を軽減したり，より適正
な学習環境をつくったりすることにもつながることを
示している。すなわち，学習場面において，望ましい
人間関係を築いていくことができれば，児童生徒の一
人一人が存在感をもって，共感的な人間関係のもと意
欲的に学習を進めていくことができると考える。

以上のことから，本研究の目的を以下の２つとした。
第１の目的は，全校児童を対象にSEL-８Sプログラ
ムを実施し，導入初年度に児童の社会的能力が向上す
るかどうかを確認することである。第２の目的は，
SEL-８Sプログラム実施によって，児童の学習への
取組に変容があるかどうか，また，学習したことが定
着につながるかどうかを検討することである。なお，
SEL-８Sプログラムの実施にあたっては，既存の教
育課程における学習との関連を図り，主に，学級活動
や総合的な学習の時間の中で行うことにした。

Ⅱ．方　法

１．実施期間
X年１月〜 X＋１年２月

２．対象
公立小学校２校のうち１校（児童数404名，通常学

級13学級）を実験群，他方の１校（児童数464名，通
常学級17学級）を統制群とした。２校は地域特性が類
似しており，卒業生は同一の中学校に進学する。

３．手続き
これまでのSEL-８Sプログラム実践例（小泉・山

田・箱田・小松，2013）等から，社会的能力を向上さ
せるためには，７回以上の授業（以下，ユニットとす
る）実施が望ましいことに鑑み，低学年では８回，中
学年以上は９回のユニットを，１月に計画した。計画
に際して，学校長と，学校教育目標との関連や学校が
抱える課題改善に向けての話し合いを行い，実践につ
いての承諾を得た。同時に，校内の生徒指導部会や人
権教育部会，学力向上部会の年度末評価にも参加し，
それぞれの課題を把握した。各学年の学習内容につい
ては，小泉・山田（2011）の学年区分を参考に，実験
群の総合的な学習の時間担当であった第１著者が，教
務主任と相談しながら，全学年のユニット配置計画を
表１のように作成した。また，各学年で効果的なユニ
ット配置を工夫するための計画を立案した（図１に例
示）。その際，実験群の学校長による学校経営要綱に
あった全校重点目標の「きまりの価値を理解する」と
いう内容が，どの学年にも入るよう考慮した。例とし
て，６年生の廊下歩行の指導案を表２に示す。これは，
最上級生として学校内でモデルとなる行動がとれるよ
うに，小泉・山田（2011）を参考にして，学校独自に
作成したユニットである。なお，図１の右欄の「評価
計画」とは，子どもの実態の把握と行動変容の観察を
教師が意識化でき，かつ教員間で差が生じないように
することをねらいとして設定したものである。

以上の準備の後，次年度に向けての教育計画を作成
する２月の職員会議で，SEL-８Sプログラムの説明
と導入の提案を行った。学校長の指導のもと，関係部
会の調整を経て，次年度の教育計画では特別活動に位
置づけることを決定した。その後，１年間のふり返り
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をもとに各学年に既存の学級活動の計画を見直しても
らい，第１著者が集約した。

なお，この時期に，実験群の学校長が統制群の学校
長に本実践研究の趣旨説明と調査への協力依頼を行い，
了承を得た。調査結果は，統制群の教育実践に活用で
きる形で提供する旨も伝えた。

４月の新年度は，学校長は留任し，人事異動で数名
の教職員の入れ代わりがあった。４月当初の職員会議
で教員に説明した後，５月末に実施前の測定（統制群
を含む）を行った。６月には，異動による新しい教員
を含めた全教職員を対象に，SEL-８Sプログラムの
内容の確認をするための校内研修会を行った。第１著
者が６年生対象の「廊下歩行」の授業を公開し，授業
の実際について意見を交流したり実践に向けての留意
点を確認したりした。８月の校内研修会では，後述す
る社会的能力の実施前の測定結果（児童の個別および

学級単位）を交流し，見方を共通理解した。また，前
年度に第１著者が集約した学級活動の計画に関する資
料をもとに，学年行事や他教科等との関連を再検討し，
９月からの実践に向けて修正を行った。学年での話し
合いが終わった後，全体で，事後の活動につなぐ取組

（例：チャレンジ週間の設定）を行うことや，学習後
の環境整備（例：掲示物）についてのアイデア（例：
SEL-８Sコーナー設置）を出し合い，共通に実践し
ていくことを確認した。

各学年での授業実践及び環境整備の実施後，12月に
実施後の測定（統制群を含む）を行い，１月に結果の
個票と学級単位の集計結果を実験群及び統制群に報告
した。２月には，実験群の校内研修会において，実践
の成果の概要を説明するともに，次年度も実践を継続
し，教育課程に位置づけていくことを確認した。

表１ 全学年のユニット配置計画案



日本学校心理士会年報 第７号（2014年度）100 

４．効果測定
次の（1）〜（3）は，実験群と統制群の両方を対象と

した。
（1）社会的能力 ３年以上の児童を対象に，SEL ８
つの能力尺度（田中・真井・津田・田中，2011：26項
目，４件法，４〜１点）を用いて，児童の８つの社会
的能力（自己への気づき，他者への気づき，自己のコ
ントロール，対人関係，責任ある意思決定，生活上の
問題防止のスキル，人生の重要事態に対処する能力，

積極的・貢献的な奉仕活動）の自己評定を求めた。下
位尺度ごとに，小泉・山田（2011）をもとにした複数
校の調査データに基づく偏差値（学年平均＝50，SD
＝10）を算出した。

１〜６年の全学級の教師には，児童用尺度の下位尺
度ごとの項目を示して評価の基準とし，児童ごとに，
各能力について，とてもある，ある，どちらともいえ
ない，あまりない，ほとんどないの５件法（５〜１
点）で評定を求めた。児童一人につき８つの測定値と

図１ ユニット配置工夫のための計画例（６年）
＊ きまりの価値を理解する内容と関連したプログラム
＊＊ 実験群における月ごとの生徒指導上のめあてを示す。
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表２ SEL-８Sユニットの指導案（６年：廊下歩行）
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なり，得点が大きいほど，それぞれの能力が高いこと
を示す。

（2）学習等への取組 児童による５日間の自己評定を，
社会的能力と同時期に２回実施した。朝の登校，学習
道具の準備，授業への積極的態度，家庭学習の４項目
について，日ごとに，できた（１点），できなかった

（０点）でチェックした。各項目について，０〜５点
となる。

（3）学習定着度 ２年生以上で，１学期末の７月と
２学期末の12月に，市販の国語テスト（200点満点），
算数テスト（150点満点），漢字の書きテスト（100点
満点）を実施した。なお，１年生は文字習得の関係で
１学期末のテストは実施していないため，測定できな

かった。
（4）教師のふり返り 実験群の教員を対象に，次年
度の取組の改善を目的に，12月にふり返りを求めた。
質問項目は，①社会的能力向上，②学力向上，③効果
的な生徒指導におけるSEL-８Sプログラムの有効性
を尋ねるもので，思う〜思わないの４件法で回答を求
めた。さらに，自由記述で感想を求めた。

Ⅲ．結　果

１．社会的能力
実験群と統制群の得点について，２回の調査結果を

まとめ，さらに実施（実験群，統制群）×時期（実施
前，実施後）の分散分析を行った結果を表３，４に示

表３ 社会的能力（３年生以上）の児童の自己評定の平均値とSD及び分散分析結果
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表４ 社会的能力の教師評定の平均値とSD及び分散分析結果



日本学校心理士会年報 第７号（2014年度）104 

す。以下，交互作用に注目する。
児童評定における３年生の自己への気づき（図２

（a）），人生の重要事態に対処する能力，４年生の自己
への気づき，５年生の他者への気づき，６年生の他者
への気づき，生活上の問題防止スキル（図２（b））で
有意な結果が得られた。図２の結果を下位検定（ライ
アン法，p<.05，以下同じ）すると，（a）では実験群
のみ有意に得点が上昇していた。（b）では実験群は
有意な得点の変化は示さなかったが，統制群が実施前
よりも実施後に有意に得点が低下していた。他の交互
作用もすべて，実験群の得点が上昇または維持するこ
とによって統制群より好ましい結果を示していた。

教師評定については，１年生の自己への気づき，２
年生の他者への気づき，生活上の問題防止スキル，３
年生の自己への気づき（図３（a）），自己のコントロー
ル，生活上の問題防止スキル，人生の重要事態に対処
する能力，積極的・貢献的な奉仕活動，４年生の他者
への気づき，自己のコントロール，責任ある意思決定，
６年生の８つ全ての社会的能力で有意な交互作用が得
られた。６年生の生活上の問題防止スキル（図３

（b））では，下位検定の結果，実施前には両群に差は
ないが，実験群は有意に得点が上昇し，実施後には統
制群よりも得点が高くなっていた。

図２ 有意な交互作用が見られた社会的能力の児童の自己評価

図３ 有意な交互作用が見られた社会的能力の教師評価
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２．学習等への取組意欲
実験群，統制群のそれぞれの得点平均値を表５にま

とめた。表中の平均点の上昇は見られるものの，実施
（実験群，統制群）×時期（実施前，実施後）の分散分
析の結果，いずれの効果も有意ではなかった。

３．学習定着度
２年生以上の１学期末テストを１回目，２学期末テ

ストを２回目として，群ごとの得点平均値およびSD
と実施（実験群，統制群）×時期（１回目，２回目）
の２要因分散分析結果を表６にまとめた。その結果，
２年生（図４（a））・３年生・５年生・６年生の国語テ
スト，４年生の算数テスト（図４（b）），４年生・６
年生（図４（c））の漢字書きテストで有意な交互作用
が見られた。図４では，いずれの結果も実施群は有意
に得点が上昇し，２回目には統制群よりも得点が高く

図４ 有意な交互作用が見られたテスト結果の例

0

160

170

180

190

0

105

100

110

115

120

125

0

75

80

85

90

（b）４年　算数テスト
実施前 実施後

（a）２年　国語テスト
実施前 実施後

（c）６年　漢字テスト
実施前 実施後

実験群
統制群

実験群
統制群

実験群
統制群

表５ 学習等への取組意欲の得点平均値

表６ 学習定着度の平均値とSD,分散分析の結果
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なっていた。

４．教師のふり返り
実験群での取組後の感想として教師を対象に行った

アンケートの結果を表７に示す。SEL-８Sプログラ
ムの実施が学力向上面で効果がありそうかという問い
に対し，あまり思わないと答えた教師が１名いたが，
全員が社会的能力を高めたり生徒指導を効果的に行う
ために有効であると答えていた。

Ⅳ．考　察

本研究では，学校全体でSEL-８Sプログラムを導
入するための取組を行った結果，第１の研究目的であ
る社会的能力については，児童の自己評定では顕著な
結果は得られなかったが，教師評定において多くの因
子で得点が有意に上昇し，好ましい結果が見られた。
第２の研究目的である学習への取組と定着については，
実験群の多くの学年で，国語テストの有意な得点上昇
が見られた。

１．社会的能力
社会的能力の教師評定の多くの因子において，実験

群が統制群より有意に値が高くなったのは，SEL-８S
プログラムを教育課程に位置づけ，学校行事や他教科
との関連を図ったことによる影響が大きいと考えられ
る。特に，きまりについて改めて考える学習（例：３
年「危険な場所」，４年「こんな時は注意」，６年「廊
下歩行」）は，生徒指導上の月のめあてや扱う時期，
学校行事との関連を図ったことで，ほとんどの学年の
生活上の問題防止スキルが，統制群に比べて有意な上
昇または傾向を示したと推測される。このことから，
SEL-８Sプログラムを活用することで，おおよそ児

童の社会的能力を向上させる効果があったと考えられ
る。

子どもの自己評定において変容が少なかったのは，
短期間の取組では，自身の変化に気付きにくかったこ
とが考えられる。児童の自己評定と教師による児童の
評 定 と が 一 致 し な い 結 果 に つ い て， 藤 枝・ 相 川

（2001）は，担任教師は児童の社会的スキルの肯定的
な変化に気付くが，児童自身はそれに気付かないと解
釈することができると述べている。同時に，実験者効
果があった可能性についても言及しているが，仮にそ
うであっても，教育実践上は有益であるかもしれない。
すなわち，プログラムの実施を通して教師が児童の変
容を期待するのは，身に付けさせたい力を明確にする
ことができているからとも考えることができるからで
ある。今後，評定方法の客観性を高めるために，複数
の教師によって評定を行うことが求められる。

なお，今回は全学年に同一の学習内容を実施したわ
けではないので，学年による発達差は検討しなかった。
しかし，例えば中学年の自己評価で自己への気づき，
高学年では他者への気づきでプログラムの効果が見ら
れており，これは自己から他者へという認識の発達的
変化の現れかもしれない。また，８つの社会的能力の
間で，プログラムの効果の出やすさに差が見られたの
で，プログラム内容の改善や学習頻度なども今後の検
討課題と言える。

２．学習等への取組と学習定着度
朝の登校，学習道具の準備，授業への積極的態度，

家庭学習について，有意な好ましい結果が得られなか
ったのは，項目や得点設定に課題があったためと考え
られる。自己評価しやすいように，できた（１点），
できなかった（０点）の２件法で評価させたが，さら

表７ 教師のふり返りの回答
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に段階を分けるとともに，基準を明確にして詳しく尋
ねる必要があったのではないかと考える。

テストの結果を比較してみると，１回目の得点平均
にほとんど差がなかった２・４年生の国語テスト，ま
た６学年の漢字テストの結果において，実験群の２回
目の得点平均が上昇し，統制群との間に有意な差が見
られた。国語テストや漢字テストの方が算数テストよ
り今回の取組の効果が出やすかったのは，これらのテ
スト形式が単元の違いに関わらずほぼ一定であり，
日々の取組の蓄積が反映されやすかったためではない
かと考えられる。また，SEL-８Sプログラムの実施
によって学習中の聞き方が向上し，児童が安心してコ
ミュニケーションをとろうとする態度が育まれ，表現
力や言語理解に関わる国語の成績に反映された可能性
も考えられる。これに比べて算数テストは，単元によ
って質問文の形式などが大きく異なり，児童の日常の
取組の向上があったとしても，この要因が，それ以上
に影響した可能性が推測される。

今回の実践では，部分的とはいえ，社会的能力の育
成が学習の定着につながる可能性を示すことができた
が，それに至る途中の学習への取組向上の確認ができ
なかったので，今後，学級集団の変容等も合わせて，
学習定着に至る経過を確認する必要がある。また，今
回は，SEL-８Sプログラム実施前後という短い期間
での測定だったので，社会的能力の向上と学習定着の
効果を即時的に関連付けることは難しかったが，効果
維持の面からも，継続して調査をする必要がある。複
数年実践を積み重ねていくことで，学習定着度との関
連を明らかにしていくことができると考える。

３．SEL-８Sプログラムの導入・定着
今回，前年度末にSEL-８Sプログラムを正式に教

育課程に位置づけて実施することを決定できたので，
学校全体でプログラムを円滑に導入することができた。
これには，前年度から校内の各部会で情報を収集し，
ユニット配置の計画を立てるといった準備が効を奏し
たと言える。そして，学年ごとの１年間のふり返りに
基づいてSEL-８Sプログラムのユニット配置を計画
する手順を踏んだことにより，PDCAサイクルに則っ
た導入を行うことができた。

また，SEL-８Sプログラムを実施するにあたって，
全教職員を対象にプログラムの概要や指導の実際につ

いて共通理解を図るために，４月をはさんで２回の研
修会を設定したことが有効であったと考えられる。前
年度の研修会は，導入のための共通理解を図るために
有効であり，一方，新しい年度に入ってからの研修会
は，転入した新しい教員がSEL-８Sプログラムを理
解し，また各担任が，担当する学年の児童の実態を踏
まえた指導の在り方を検討するのに効果的であったと
考えられる。

以上の導入の過程では，第１著者が推進役（コーデ
ィネーター）となって，実践をリードできたことが有
効であったと言える。学級単位での実践からスタート
したとしても，それを学校全体での取組として導入す
るには，コーディネーターが必要不可欠である。

実際の教育活動としては，授業以外に，児童への働
きかけの主要なポイントとして，環境の整備が挙げら
れる。物的環境として，教室や廊下にポスターを掲示
するなど，学校環境の中に日常化のための工夫を行う
ことで，学習したことを児童自身がふり返ることがで
き，効果の持続につなぐことができたと考える。また，
人的環境も重要である。実践後の教師のふり返りによ
ると，自分自身の声かけに変化があったことを述べて
いる教師が複数いた。取り組む前は注意したり叱責し
たりするだけであったが，授業後は学習の中で出てき
た約束の言葉（例：表２の「まみっしー」）を指摘し
たり，「こんな時どうすればいいのかな？」と促した
りすることで，児童自身にふり返らせることができた
ということだ。言語を含む環境の整備によって，児童
の社会的能力が高まり，授業中の望ましい態度が強化
されたり，よさを認め合おうとする友達同士の声かけ
が増えたりして，結果としてすべてではないが学習の
定着が進んだのではないだろうか。教授・学習活動の
基本となる学習場面での教師・子どもの間の関係や子
ども間の人間関係が成立していない限り，学習効果の
向上は期待できない（小泉，2005b）。

なお，今回は学校長が出した学校経営要綱にある目
標達成を目指す形でSEL-８Sプログラムを導入した
ことで，学校全体での取り組みとして，実践を円滑に
展開することができた。こうして，管理職のリーダー
シップのもと，全教員で取り組む体制づくりが可能に
なり，共通理解が進んだのではないだろうか。

今後，SEL-８Sプログラムを継続的に実施し定着
を図るためには，いくつかの課題がある。まず，教育
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課程に関しては，本実践は導入初年度のため９月以降
の短期間に集中して実施したが，２年目以降は年間を
通して計画的に実施できるように改善が必要である。
社会的能力を身に付けさせるための学習は，発達段階
に応じて行う必要があることから，コーディネーター
を中心に，学習内容や時期の妥当性を検討したり，学
級・学年の実態を考慮して改善を加えたりしていかな
ければならない。SEL-８Sプログラム実践中も，事
後の活動内容や期間について修正を加えたり，気にな
る児童への対応の仕方を担任教員と話し合ったりして，
コンサルテーションを行いながら，サポートをする必
要がある。

組織の面では，コーディネーターを中心とした委員
会を組織し，授業研究会や，取組へのアイデアが活発
に出せるようなワークショップ形式の校内研修会を実
施する必要がある。さらには，児童の実態を共有する
ための時間を定期的に学年部会に設定したり，各学年
での取組を校内で交流できる報告会を定例化したりす
るなどの工夫も考えられる。教員の異動によって取組
が停滞，中断することのないように，例えば資料や教
材の保管などの工夫も必要となるだろう。

社会的能力を身に付けさせていくためには長期的な
実践が不可欠である。今後，効果的な実践の継続方法
を探っていきたい。
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Effects of the implementation of SEL-8S program on elementary　

school children’s social and emotional competence and academic achievement

Takayo KAGAWA（Naka Elementary School）
Reizo KOIZUMI（Fukuoka University of Education）

In this study, we implemented the SEL-8S （Social and Emotional Learning of 8 Abilities at the School） program 

at a primary school, and examined its effects on improvements of primary school aged children’s social and 

emotional competence and academic performance as well as their efforts at learning.  Children in a public primary 

school attended eight sessions （first and second graders） or nine sessions （third through sixth graders） that were 

related to other school activities in three months in the first school year of the program implementation.  Compared 

to a control school, teacher ratings of social and emotional competence indicated significant increases or such 

trends in almost all grades.  Academic performance increased in Japanese language in the second, third, fifth, and 

sixth grades; in arithmetic in the fourth grade, and in Kanji examinations in the fourth and sixth grades.  Based on 

the findings, key issues and factors to implement effectively a preventive intervention program were discussed. We 

also examined necessary procedures to establish the SEL-8S program in the whole school setting for the following 

school year and the year after.

Keywords :   primary school children, social and emotional competence, efforts at learning, SEL-8S program, 

implementation and establishment

（2014年9月29日受稿：2014年12月7日受理）




